
2023年3月期第2四半期
決算説明資料
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 中間決算時点で前年同期比増収減益

（単位：百万円） （単位：百万円）

営業利益／純利益売上高



 売上高は前年同期比で増加したものの、各利益は減少

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率

売上高 6,716 6,891 +174 +2.6%
営業費用 3,704 4,014 +310 +8.4%
営業利益 3,012 2,876 △135 △4.5%
営業外損益 20 36 +16 +79.5%
経常利益 3,032 2,912 △119 △3.9%
特別損益 － － － －
法人税等 1,014 952 △61 △6.1%
四半期純利益 2,017 1,960 △57 △2.9%

（単位：百万円）

連結業績の概要（前年同期比）
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（単位：百万円）

売上高の内訳

前第2四半期 当第2四半期 増減額 増減率

ソフトウェア 3,796 3,506 △290 △7.7%
保守サービス 2,578 2,760 +182 +7.1%
商品 309 315 +6 +2.2%
選挙関連 74 341 +267 +357.2%

売上値引 △43 △34 △9 △21.4

合計 6,716 6,891 +174 +2.6%
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 ソフトウェアの売上は、IT導入補助金のデジタル化基盤導入類型枠追加による採択率の低下に
より前年同期比減少

 保守サービスの売上は前年同期比増加
 選挙関連の売上は、2022年7月に行われた参議院選挙の出口調査システムにかかわる売上を計上

し、前年同期比増加



建築システム 測量土木システム ITソリューション 調整額 合計

売上高 2,984 3,510 395 － 6,891

営業利益 1,035 1,701 226 △87 2,876

営業費用の内訳

前第2四半期 当第2四半期 増減額 増減率

人件費 2,648 2,660 +12 +0.5%
商品売上原価 236 245 +8 +3.6%
賃借料 184 183 △0 △0.4%
旅費交通費 62 91 +29 +47.3%
減価償却費 92 118 +25 +27.8%
ロイヤリティ 77 81 +3 +5.1%
外注費 45 28 △17 △37.4%

その他費用 356 605 +249 +69.9%

合計 3,704 4,014 +310 +8.4%
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（単位：百万円）

 新型コロナウイルス感染症の影響により活動制限をしていた営業活動を徐々に再開したことにより、
旅費及び展示会費等が増加



建築システム 測量土木システム ITソリューション 調整額 合計

売上高 2,984 3,510 395 － 6,891

営業利益 1,035 1,701 226 △87 2,876

（単位：百万円）

セグメント情報

（参考：前年同四半期）
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 建築システム事業は減収減益
 測量土木システム事業は増収減益
 ITソリューション事業は、増収増益

建築システム 測量土木システム ITソリューション 調整額 合計

売上高 3,101 3,477 137 － 6,716

営業利益 1,174 1,744 21 71 3,012

（単位：百万円）



前第2四半期 当第2四半期 増減額 増減率

売上高 3,101 2,984 △116 △3.8%

営業利益 1,174 1,035 △138 △11.8%

建築システム事業
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

 ソフトウェアは、IT導入補助金のデジタル化基盤
導入類型枠追加による採択率の低下により減収

 保守サービスは、加入件数が増加
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前第2四半期 当第2四半期 増減額 増減率

売上高 3,477 3,510 +33 +1.0%

営業利益 1,744 1,701 △43 △2.5%

測量土木システム事業

 ソフトウェアは、IT導入補助金のデジタル化基盤
導入類型枠追加により採択率が低下したものの
「i-Construction」の普及により点群処理ソフト
を主な製品とする建設インフラ事業の売上が好調
に推移

 保守サービスは、加入件数が増加
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（単位：百万円）

（単位：百万円）



ITソリューション事業

前第2四半期 当第2四半期 増減額 増減率

売上高 137 395 +258 +187.7%

営業利益 21 226 +205 +971.6%

 2022年7月に行われた参議院選挙の出口調査システムにかかわる売上を計上し、前年同期比増収増益
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（単位：百万円）



セグメント別概況
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貸借対照表の概要

前第２四半期末 当第２四半期末 増減額
現金及び預金 13,883 17,010 +3,127
受取手形及び売掛金 2,070 1,761 △309
その他流動資産 999 1,049 +49
有形固定資産 2,399 2,337 △61
無形固定資産 207 217 +9
投資その他の資産 2,309 2,695 +385
資産合計 21,871 25,072 +3,201
前受金 2,283 2,455 +171
その他流動負債 2,436 2,694 +258
固定負債 222 159 △63
資本金、資本剰余金 3,131 3,131 －
利益剰余金 13,201 16,126 +2,924
有価証券評価差額金その他 595 505 △90
負債純資産合計 21,871 25,072 +3,201
自己資本比率 77.4% 78.8%
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（単位：百万円）



前第2四半期 当第2四半期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,408 1,295 △113

投資活動によるキャッシュ・フロー △90 △72 +17

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,033 △1,239 △206

現金及び現金同等物の増減額 285 △16 △302

現金及び現金同等物の期末残高 13,883 17,010 +3,127

（単位：百万円）

キャッシュ・フローの概要
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 営業活動によるキャッシュ・フロー
税引前利益2,912百万円、減価償却費118百万円、法人税等の支払額1,597百万円

 財務活動によるキャッシュ・フロー
配当金の支払額1,239百万円



前期（実績） 当期（予想） 対前期増減率
売上高 14,331 13,620 △5.0%
営業利益 6,314 5,490 △13.1%
経常利益 6,358 5,540 △12.9%
当期純利益 4,222 3,640 △13.8%
1株当たり当期純利益 204円24銭 176円06銭
1株当たり配当金 60円 60円
配当性向 29.4% 34.1%

2023年3月期通期予想

13

（単位：百万円）

 建築システム事業
住宅事業における既存パッケージソフトウエアの基本機能のバージョンアップ、またBIM事業における施工フェーズ
へのソリューション提供により売上増加を図りながら、ストックビジネスの拡大にも取り組んでまいります。

 測量土木システム事業
国土交通省が推進する「i-Construction」、新型コロナウイルス感染症対策の一環でもあるCIM化を成長のチャンス
ととらえ、測量・土木・建設インフラの各セグメントにおけるブランドの確立・深堀により、継続取引社数の拡大に
向け取り組んでまいります。

2023年3月期はIT導入補助金制度のデジタル化基盤導入類型枠の追加による採択率低下の影響を受け、通期で
前年同期比減収減益の見込みとなっております。業績予想としましては、売上高13,620百万円、営業利益5,490百万円、
経常利益5,540百万円、当期純利益3,640百万円を見込んでおります。
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